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大きな電気光学（EO）効果を示す EOポリマーは、光通信の高速化と低消費電力化に向けた超

高速光変調器や波長選択スイッチ、電界センサー、高効率の THz 発生・検出器などへの応用が期

待されている。また、高屈折率のシリコン導波路とのハイブリッドにより小型・集積化も可能であ

り、データセンター内のサーバー間やスーパーコンピュータの CPU 間を繋ぐ光インターコネクト

などへの応用も注目されている。我々はこれまで、大きな EO効果を示す EO分子を開発し、メチ

ルメタクリレート(MMA)を骨格とするサイドチェーン型の EO ポリマーを作製し、ニオブ酸リチ

ウムを超える EO効果と高速変調動作を報告してきた[1-3]。また、EOポリマーの実用化のために

は高ガラス転移温度（Tg）化が不可欠であることから、MMA のメチル基を環状アルキル基で置

換したメタクリル酸誘導体とすることで 180℃を超える Tg を実現し、光コンポーネントの長期

安定性加速試験である 85℃2000 時間の高温保存試験で高い安定性を示すことを報告した[4]。し

かし、サーバーラック内や車載光インターコネクトの動作環境では 100℃以上の高温となる部分

もあるため、さらに高温での安定性が実現できれば、広範な応用が可能になる。本研究では、EO

分子を架橋剤としてポリマー鎖をクロスリンクすることで、さらなる高温安定性の向上を試みた。

合成したクロスリンク EO ポリマーは、こ

れまでのサイドチェーン EO ポリマーと同

様に溶媒に可溶でありながら、Tg は最大で

206℃のものが得られた。105℃における

EO 効果の熱緩和特性を測定したところ、

クロスリンク EOポリマーは、同程度の Tg

を持つサイドチェーン EO ポリマーに対し

て、緩和時間が長く安定性が高い（Fig.1）。

講演では、クロスリンクポリマーの熱緩和

特性とともに光学特性についても議論する。 
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Fig. 1  Comparison of temporal stability of a 

cross-linked EO polymer and a side-chain EO 
polymer stored at 105ºC. 
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